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令和 3年 8月佐倉市議会定例会（8/23～9/21）報告  議会内会派：ひまわり会と市民オンブズマン 

宇田みおこ  

 

１１月本会議で今年最後の一般質問を行います 

 

１．持続可能な佐倉市のための行財政改革 

●令和２年佐倉市職員（一般行政職） 

平均給与月額 千葉県下第１位について 

●佐倉市職員の働き方改革 長時間労働 

発生の原因・要因分析と抜本的対策 

●正職員と会計年度任用職員の格差是正 

全ての会計年度任用職員への健康診断を 

 

２．市民サービスの充実 

●佐倉市国民健康保険 

少なすぎる人間ドック助成額 

●認知症・徘徊高齢者等への見守り事業 

QR コード読み取り式シール導入 

 

３．国登録有形文化財旧今井家住宅 

●市有化までのプロセスと現況 

●現況を悪化させないための維持管理 

●今後の計画 

 

４．環境問題 

●上別所のごみの山の問題に関して 

広く市民への説明が必要 

●ゼロカーボンシティ宣言の具体的取り組み 

●公共施設における二酸化炭素排出削減の 

ための実施事例 

 

 

あなたの声を政策にします   

令和３年１１月定例会本会議            

１２/２（木） 宇田みおこ一般質問内容 

 

なんで？ どうして？ 令和３年８月議会   

佐倉市の住民票の写し・印鑑証明 手数料 ４００円へ値上げ             

印西市 ２００円、 成田市・八千代市・四街道市・八街市・酒々井町 ３００円 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
値
上
げ
実
施
に
反
対 

公
共
施
設
使
用
料
・
手
数
料
値
上
げ
。 

１４

議

案

 

賛

成

多

数

 

可

決

。 

 

      
緊
急
事
態
宣
言
下
で
市
民
の
暮
ら
し
・
命
の
安
全

も
脅
か
さ
れ
て
い
た
８
月
議
会
、
ま
さ
か
の
手
数
料
値

上
げ
議
案
が
１４

議
案
上
程
さ
れ
た
。 

 

      
「
佐
倉
市
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る
基

本
方
針
」
は
平
成
２９

年
４
月
に
策
定
さ
れ
、
平
成
３０

年
４
月
１
日
に
始
め
て
実
施
さ
れ
た
。 

４
年
毎
の
見
直
し
を
定
め
て
い
る
た
め
、令
和
４
年
４

月
１
日
に
見
直
し
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

 

賛
成
１
８ 

齋
藤 

石
井 

押
木 

鍋
田 

密
本 

岡
野 

玉
城 

徳
永 

山
本 

斎
藤 

敷
根 

高
木 

為
田 

石
渡 

久
野 

岡
村 

櫻
井 

中
村  

 

反
対 

９  

宇
田 

松
島 

川
口 

髙
橋  

稲
田 

木
崎 

五
十
嵐 

萩
原 

藤
崎  

議
長 

平
野 

（
敬
称
略 

議
席
番
号
順 

） 

 
 
   

      
「
佐
倉
市
使
用
料
・手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る
基

本
方
針
」 

と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
く
ら
い
の
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

「
受
益
者
負
担
」
と
「
公
費
負
担
」
の
割
合
を
明
確
に
す

る
た
め
の
市
の
統
一
的
な
考
え
方
の
こ
と
。 

     

   

 

 

  

値
上
げ
の
理
由
は
人
件
費
の
上
昇 

平
均
給
与
月
額 

千
葉
県
下
第
１
位 

西
田
市
長
は
、
手
数
料
・
使
用
料
値
上
げ
の
理
由
を

人
件
費
の
上
昇
と
説
明
し
た
。 

千
葉
県
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、
令
和
２
年
佐
倉
市
職
員 

（
一
般
行
政
職
）
の
平
均
月
額
給
与
は
、千
葉
県
下
第
１

位
で
し
た
が
、
前
年
比
月
額
給
料
は
１
，
９
０
０
円
増
、

平
均
諸
手
当
月
額
は
２
５
，
２
０
０
円
減
。
平
均
給
与

は
、２
３
，３
０
０
円
減
額
し
て
い
る
。 

＊
佐
倉
市
職
員
の
月
額
給
与
は
過
去
６
年
に
わ
た
っ
て

県
内
ト
ッ
プ
３
に
入
っ
て
い
る
。 

 

市
民
の
声
の
届
か
な
い
手
数
料
見
直
し  

基
本
方
針
に
基
づ
く
と
、
４
年
後
の
令
和
８
年
４
月

１
日
に
使
用
料
・手
数
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。 

       
４
年
後
の
見
直
し
で
職
員
人
件
費
が
上
昇
し
た
場

合
、
受
益
者
負
担
を
理
由
に
最
値
上
げ
と
な
る
可
能
性

は
、現
基
本
方
針
下
で
は
大
き
い
と
考
え
る
。 

 

  

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
祈
っ
て 

 

令
和
３
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
い
よ
い
よ 

最
後
の
一
枚
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
祈
る
ば
か
り
で
す

が
、
日
本
の
感
染
者
急
減
の
理
由
は
専
門

家
に
も
明
確
に
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

世
界
各
地
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
「
再
流

行
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
近
頃
は
街
の
賑
わ
い
も
少
し
ず
つ
戻
っ
て

き
た
よ
う
で
す
が
、
日
本
で
も
「
第
６
波
が

来
る
」
と
多
く
の
専
門
家
が
予
想
し
て
い
ま

す
。
政
府
分
科
会
尾
身
会
長
は
、
感
染
者
数

が
減
っ
て
も
マ
ス
ク
着
用
等
基
本
的
感
染
対

策
を
続
け
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
う
え
で
、

年
末
年
始
に
向
け
人
と
人
と
の
接
触
が
増

え
る
こ
と
に
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

11

月
１８

日
現
在
、
11

月
の
佐
倉
市
内

新
型
コ
ロ
ナ
新
規
陽
性
者
数
は
１
人
で
す
。 

新
規
陽
性
者
数
の
激
減
に
安
心
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
第
５
波
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
感
染
予
防
の
ご
協

力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

忙
し
い
師
走
が
始
ま
り
ま
す
。
お
体
を
大

切
に
、健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。  

宇
田
実
生
子   

   
  

   
   

   
   

   
  

 
 

        

 

宇
田
み
お
こ 

       

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ 

 佐
倉
市
で
も
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
追
加
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。 

●
対
象
者 

２
回
目
接
種
か
ら
原
則
８
カ

月
経
過
し
た
１８

才
以
上
の
方
（
１
回
を
予

定
） ●

接
種
券
の
発
送 

２
回
目
接
種
か
ら
８

カ
月
経
過
し
た
方
に
順
次
発
送
予
定 

             
 

  

     

市
民
の
た
め
の
市
役
所
で
あ
る
な
ら
ば
、 

職
員
人
件
費
上
昇
を
理
由
に
、
４
年
毎
に
、 

手
数
料
値
上
げ
を
す
る
前
に 

ま
ず
は
職
員
人
件
費
の
上
昇
を 

ス
ト
ッ
プ
す
る
努
力
を 

し
て
く
だ
さ
い
。 

 



び産出元が撤去すべきであり

宇田みおこＨＰ udamioko.org  ポスティングのご協力をお願いしますm(__)m 

宇田みおこ ひまわり通信 第１9 号 佐倉市議会報告 

 

 

1. コロナ対策 健康危機対策事業 佐倉市独自の PCR 検査実施件

数 47件。積極的に PCR検査を実施し、更なる感染予防の強化を。 

2. 使用頻度の少ない佐倉市議長専用公用車 使用頻度、走行距離

を精査し、ハイヤー・庁用車等も視野に入れ、専用車を廃止すること。  

3. 市長への手紙、市民の声 コロナ関連意見増加に伴い前年度比約

1.8倍増。速やかな対応と、意見を真摯に受け止め、市政に反映すること。 

4. ミレニアムセンター佐倉市民防災啓発センター 廃止決定後の計

画が不透明。好立地（京成佐倉駅直結）を生かし早期の事業開始を。 

5. 出張所・派出所管理 運営事業 各種証明書発行枚数が前年度

比約３千枚減。自動交付機の導入、職員の再配置等の取り組みを。 

6. 高齢者見守り事業、高齢者安全運転装置促進事業 前年度で事

業終了。 市民ニーズにこたえ、令和４年度の再事業化を。 

 

  

 

令和２年度決算審査特別委員会（9/13～9/16）   賛成の立場から、各事業への宇田みおこの主な意見 

 
7. 小・中学校給食施設整備事業 前年度比決算額約 65％減。事業

の予算確保と一刻も早い施設整備を。 

8. 住生活基本計画推進事業 応募者全員に補助が行き渡る是正措

置を行うこと。１件当たりの補助金の減額については、見直しを。 

9. 後期高齢者人間ドック助成事業 前年度比助成額約 100万円

減、助成利用者 99人減少。助成金の増額等、利用者 Upを。 

10. 佐倉市の上水道事業 受水費の削減に一層の努力をし、上下水

道料金をおさえること。 

 

      
協
力
会
元
会
長
・
元
副
会
長
に
市
の
債
権 

約
１
億
２
，９
０
０

万
円
と
そ
の
額
を
回
収
す
る
ま
で
の
損
害
金
に
つ
い
て
、
時
効
の

更
新
を
目
的
に
、損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
。 

   

  

 

 

  

 

      
志
津
霊
園
問
題
発
生
の
要
因 

杜
撰
な
管
理 

①
市
が
移
転
補
償
執
行
を
、
本
来
の
権
利
者
（
本

昌
寺
・
墓
地
使
用
者
）
と
直
接
契
約
を
せ
ず
、
任

意
団
体
本
昌
寺
協
力
会
と
契
約
し
た
。 

②
出
来
高
を
確
認
せ
ず
１
５
億
３
，
２
０
０
万
円

全
額
を
任
意
団
体
本
昌
寺
協
力
会
に
支
出
し
た
。 

③
本
昌
寺
協
力
会
役
員
が
補
償
金
の
一
部
を
私

的
流
用
し
、
本
来
の
権
利
者
へ
補
償
金
が
渡
ら

ず
、
墓
地
移
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
。 

   

  

 

 

  

（
１
）
佐
倉
市
上
別
所
地
先
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
を
不
法
に
堆
積
す

る
に
至
っ
た
原
因
究
明
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
等
の
不
法
堆
積
物
の
撤
去

を
速
や
か
に
行
わ
せ
る
こ
と
。 

（
２
）
違
法
な
行
為
に
伴
う
生
活
環

境
へ
の
悪
影
響
の
調
査
を
行
い
、
人
の

健
康
あ
る
い
は
周
辺
環
境
へ
の
悪
影

響
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の

原
因
が
特
定
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該

原
因
者
に
対
し
て
、
良
好
な
生
活
環

境
を
復
元
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。 

  

議
員
発
議
案 

佐
倉
市
上
別
所
地
先
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

類
等
の
不
法
堆
積
物
の
原
因
究
明
及
び
速
や
か
な
撤
去
、 

不
法
な
行
為
に
伴
う
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
の
調
査
、産
業
廃 

棄
物
の
違
法
行
為
の
規
制
強
化
を
千
葉
県
に
求
め
る
意
見
書  

賛
成
少
数
否
決 

      
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
活
用
も
十
分
可
能 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
・
災
害
時
等
に

有
効
な
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
活
用
も
重
要
で
あ
る
。 

  

     コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ 

委
員
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
必
要 

      
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
ア
ク
セ
ス
数
は
、
１
日
１０

件
程
度
と
少

な
い
。
委
員
会
中
継
委
託
に
は
、
追
加
費
用
７０

万
円
程
度
か
か
る
、
と
説
明

が
あ
っ
た
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、
議
会
傍
聴
の
自
粛
を

お
願
い
し
て
お
り
、過
去
に
委
員
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
関
連
の
請
願
・陳

情
も
出
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
早
期
の
実
施
も
議

会
改
革
推
進
委
員
会
の
場
で
議
論
す
べ
き
と
提
案
し
た
が
、却
下
さ
れ
た
。 

緊
急
事
態
宣
言
が
明
け
、
古
事
記
・
日
本
書
記
に
登
場
す
る

重
要
な
神
様
を
祀
っ
た
鹿
島
神
宮
・香
取
神
宮
を
参
拝
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

幸
運
に
も
、
建
造
以
来
非
公
開
で
あ
っ
た
鹿
島

神
宮
奥
宮
の
内
部
を
拝
観
さ
せ
て
頂
き
、
檜
皮
葺
屋
根
の
修
繕

工
事
の
様
子
、
平
素
は
見
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
奥
宮
社
殿
の

屋
根
上
ま
で
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 【
令
和
の
大
改
修
記
念
事
業
】 

奥
宮
檜
皮
葺
屋
根
修
繕
特
別
拝 

 

建
造
以
来
は
じ
め
て
の
公
開
と
な
る
奥
宮
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の 

 

  

 

     

 

 

戦
勝
の
御
礼
と
し
て
、
徳
川
家
康
公
よ
り

奉
納
さ
れ
た
社
殿
で
す
。
途
絶
え
つ
つ
あ
る

日
本
人
の
技
を
い
ま
に
残
す
、安
土
桃
山
時

代
最
後
の
社
殿
建
築
で
す
。 

も
と
は
本
殿
と
し
て
御
祭
神 

武
甕
槌
大

神
様
を
護
持
す
る
社
殿
と
し
て
建
造
さ
れ

た
も
の
で
、
建
造
よ
り
約
４
０
０
年
の
間
、

そ
の
社
殿
の
全
貌
を
一
般
に
公
開
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。  

（
鹿
島
神
宮
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
） 

終
わ
ら
な
い
志
津
霊
園
問
題   

市
の
債
券
等
の
支
払
い
を
求
め
る
訴
え 

全
員
賛
成 

 

行
為
者
へ
の
厳
格
な
指
導
を
行
う
と
同
時
に
、周
辺
住
民
の
命
と
健
康
、生

活
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
３
事
項
の
速
や
か
な
実
施
を
県
に
求
め
る 

（
３
）
同
様
事
案
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
関
連
法
令
の
整
備
な
ど
、
規
制

を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

賛
成 

９ 

宇
田 

松
島 

川
口 

稲
田 

 

玉
城 

木
崎 

五
十
嵐 

萩
原 

藤
崎 

 

反
対
１
８ 

髙
橋 

齋
藤 

石
井 

押
木 

鍋
田 

密
本 

岡
野 

徳
永 

山
本  

斎
藤 

敷
根 

高
木 

為
田 

石
渡  

久
野 

岡
村 

櫻
井 

中
村 

反
対
意
見  

県
は
既
に
十
分
な
対
策
を 

行
っ
て
い
る
。意
見
書
提
出
は
不
要
等
。

議
長 

平
野 

（
敬
称
略 

議
席
番
号
順 

） 

  

改
選
後
初
の
議
会
改
革
推
進
委
員
会    

 

令
和
５
年
市
議
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
だ
け
を
協
議 

 

       

執
行
部
で
は
、
庁
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進
、
全
庁
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
実
現
に
は
、議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
さ
く
ら

会
・公
明
党
・自
民
さ
く
ら
提
案
「
議
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
」
の
み

の
協
議
と
な
っ
た
。心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
け
に
、と
て
も
残
念
に
思
う
。 


